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令和７年度全国労働衛生週間の概要



労働衛生週間とは

 昭和２５年に初めて実施されて以来、毎年実施

（今年で７６回目）

 目的

労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する
意識を高め、職場での自主的な活動を促して労働者の健康を確
保すること



令和７年度全国労働衛生週間

準備期間：令和７年９月１日～９月３０日

本期間 ：令和７年１０月１日～１０月７日

本年度のスローガン

ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて
ストレスチェックで健康職場



令和７年度全国労働衛生週間

主唱者

•厚生労働省

•中央労働災害防

止協会

協賛者

•建設業労働災害

防止協会

•陸上貨物運送事

業労働災害防止

協会

•港湾貨物運送事

業労働災害防止

協会

•林業・木材製造

業労働災害防止

協会

協力者

•関係行政機関

•地方公共団体

•安全関係団体

•労働団体

•事業者団体

実施者

•各事業場の皆様



実施者として、
全国労働衛生週間中に行う事項

労働者と連携・協力し、下記事項の実施をお願いします！

 事業者又は総括安全衛生管理者による職場巡視

 労働衛生旗の掲揚及びスローガン等の掲示

 労働衛生に関する優良職場、功労者等の表彰

 有害物の漏えいによる事故、酸素欠乏症等による事故
等緊急時の災害を想定した実地訓練等の実施

 労働衛生に関する講習会・見学会等の開催、作文・写
真・標語等の掲示、その他労働衛生の意識高揚のため
の行事等の実施



実施者として、
全国労働衛生週間準備期間中に行う事項①

重点事項に関する、労働衛生活動の総点検をお願いします！

 過重労働による健康障害防止のための総合政策に関する
事項

 「労働者の心の健康の保持増進のための指針」等に基づ
くメンタルヘルス対策の推進に関する事項

 転倒・腰痛災害の予防に関する事項

 化学物質による健康障害防止対策に関する事項

 石綿による健康障害防止対策に関する事項

 「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」に
基づく受動喫煙防止対策に関する事項



実施者として、
全国労働衛生週間準備期間中に行う事項②

重点事項に関する、労働衛生活動の総点検をお願いします！

 「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイド
ライン」に基づく治療と仕事の両立支援対策の推進に関
する事項

 「STOP!熱中症クールワークキャンペーン」に基づく熱中
症予防対策の推進等に関する事項

 「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイ
ドライン」に基づく労働者の作業環境、健康確保等の推
進に関する事項

 小規模事業場における産業保健活動の充実に関する事項

 女性の健康課題の理解促進に関する事項



職場のメンタルヘルス対策



メンタルヘルス不調により休業又は退職した
労働者がいる事業所の割合
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メンタルヘルス対策の体系と
ストレスチェック制度



ストレスチェック制度の大まかな流れ



５０人未満の事業場における
ストレスチェックの義務化



過重労働による労働災害防止



適切な時間外・休日労働時間
の把握のために

 労働安全衛生法では、時間外・休日労働時間
が１月当たり８０時間を超えた労働者には通
知・希望者の医師の面談が必要です。

例えば…

・日々ごとに数え上げた残業時間をそのまま時間外・休日
労働時間として把握している。

・給与計算ソフトにて算出された残業時間を、そのまま時
間外・休日労働時間としている。

こうした把握方法では、正確な時間外・休日労
働時間の把握ができていないかもしれません！



労働安全衛生法における
時間外・休日労働時間の算定方法

１か月の総労働時間数－

(計算期間１か月間の総歴日数÷7日)×40時間

(所定労働時間数＋時間外労働時間数＋休日労働時間数)により算定

「(計算期間1か月間の総歴日数÷7日)×40時間」の具体
的な数字は下記のとおり

・31日の月・・・177.1時間

・30日の月・・・171.4時間

・29日の月・・・165.7時間

・28日の月・・・160.0時間



転倒災害防止



労働災害の発生状況
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労働災害の発生状況
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注１）表示は労働者向けにも行ってください。
注２）対策は駐車場等の敷地内の全てを対象にして
ください。

注３）転落災害防止のため、踏台、脚立は安定した
場所で正しい方法での使用を徹底してください。

自分の衰えは意外と把握し
ていないものです。
「高年齢労働者に配慮した
職場改善マニュアル」が厚
生労働省のHPにあります！

（「安全（危険）の見える化」）

走らないことを徹底させる！



転倒災害防止対策



化学物質による健康障害防止



令和７年４月時点で約１６００物質







関連サイトの紹介

27



関連サイトの紹介



本日の説明事項は以上です。

ご清聴ありがとうございました。
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